
関東支社長野工事事務所

令和８年９月

東日本高速道路株式会社　

設　　計　　図

入田橋(上り線)

上信越自動車道 豊洲高架橋耐震補強工事



1 入田橋（上り線）数量総括表 39 入田橋（上り線）交通保安要員 交通誘導警備員Ｂ１－１・Ｂ１－２　配置図（その１）

2 入田橋（上り線）橋梁一般図 40 入田橋（上り線）交通保安要員 交通誘導警備員Ｂ１－１・Ｂ１－２　配置図（その２）

3 入田橋（上り線）耐震補強一般図（その１） 41 入田橋（上り線）交通保安要員 交通誘導警備員Ｂ１－２　配置図（その３）

4 入田橋（上り線）耐震補強一般図（その２） 42 入田橋（上り線）交通規制工　車線規制　Ａ１

5 入田橋（上り線）Ｐ３橋脚 構造物掘削図 普通部Ｂ１ 43 入田橋（上り線）Ｐ６橋脚　橋脚内部充填工Ａ

6 入田橋（上り線）Ｐ４橋脚 構造物掘削図 普通部Ａ 44 ～ 46 入田橋（上り線）重機配置図（その１）（参考図）～（その３）（参考図） 

7 入田橋（上り線）Ｐ５橋脚 構造物掘削図 普通部Ａ（その１） 47 入田橋（上り線）施工要領図（参考図） 

8 入田橋（上り線）Ｐ５橋脚 構造物掘削図 普通部Ａ（その２） 48 ～ 50 入田橋（上り線）配線系統図（その１）（参考図）～（その３）（参考図） 

9 入田橋（上り線）Ｐ６橋脚 構造物掘削図 普通部Ａ（その１）

10 入田橋（上り線）Ｐ６橋脚 構造物掘削図 普通部Ａ（その２）

11 入田橋（上り線）Ｐ７橋脚 構造物掘削図 普通部Ａ（その１）

12 入田橋（上り線）Ｐ７橋脚 構造物掘削図 普通部Ａ（その２）

13 入田橋（上り線）Ｐ３橋脚 ＲＣ巻立て一般図

14 入田橋（上り線）Ｐ３橋脚 ＲＣ巻立て配筋図（その１）

15 入田橋（上り線）Ｐ３橋脚 ＲＣ巻立て配筋図（その２）

16 入田橋（上り線）Ｐ４橋脚 ＲＣ巻立て一般図

17 入田橋（上り線）Ｐ４橋脚 ＲＣ巻立て配筋図（その１）

18 入田橋（上り線）Ｐ４橋脚 ＲＣ巻立て配筋図（その２）

19 入田橋（上り線）Ｐ５橋脚 ＲＣ巻立て一般図

20 入田橋（上り線）Ｐ５橋脚 ＲＣ巻立て配筋図（その１）

21 入田橋（上り線）Ｐ５橋脚 ＲＣ巻立て配筋図（その２）

22 入田橋（上り線）Ｐ６橋脚 ＲＣ巻立て一般図

23 入田橋（上り線）Ｐ６橋脚 ＲＣ巻立て配筋図（その１）

24 入田橋（上り線）Ｐ６橋脚 ＲＣ巻立て配筋図（その２）

25 入田橋（上り線）Ｐ７橋脚 ＲＣ巻立て一般図

26 入田橋（上り線）Ｐ７橋脚 ＲＣ巻立て配筋図（その１）

27 入田橋（上り線）Ｐ７橋脚 ＲＣ巻立て配筋図（その２）

28 ～ 30 入田橋（上り線）上部工炭素繊維補強工・上部工炭素繊維定着体工（その１）～（その３）

31 入田橋（上り線）Ｐ３橋脚（Ｐ２側） 縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）

32 入田橋（上り線）Ｐ３橋脚（Ｐ２側） 縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）

33 入田橋（上り線）Ａ１橋台 落橋防止構造Ｃ１－Ｂ１ 構造図（その１）

34 入田橋（上り線）Ａ１橋台 落橋防止構造Ｃ１－Ｂ１ 構造図（その２）

35 入田橋（上り線）Ｐ３橋脚（Ｐ２側）落橋防止構造Ｃ１－Ｂ２ 構造図（その１）

36 入田橋（上り線）Ｐ３橋脚（Ｐ２側）落橋防止構造Ｃ１－Ｂ２ 構造図（その２）

37 入田橋（上り線）断面修復工 一般図（その１）

38 入田橋（上り線）断面修復工 一般図（その２）

【  図 面 目 録 】

図面番号 図 面 名 称 図面番号 図 面 名 称



入田橋(上り線) 数量総括表

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図示 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

入田橋（上り線）数量総括表

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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RC3径間連続中空床版橋

上部工標準断面図 S=1:250

PC5径間連続ラーメン橋

745 6@1110=6660 745

81501300 930

10380 20 11000

1550 8150 1300

745 6@1110=6660 745
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50

3
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450250 450 250

設 計 条 件

有効幅員 

横断勾配 

縦断勾配 

地震係数 

床版コンクリート 

床版鉄筋 

適用示方書 

使用材質 

橋    長 

道路規格 

荷    重 

型    式 

支    間  

367.000 m 桁    長 

17.625m + 18.000m + 17.625m + 37.800m 

0.400% ～ 3.000%

第1種・第3級: A規格

B 活荷重

RC3径間連続中空床版橋・PC5径間連続ラーメン橋

9.000 m(9.250m)

90°00'00"

4.000%

水平震度  KH=0.20，0.25(P4，P6) 鉛直震度  KV=±0

圧縮強度σck=240kg/cm2（RC） σck=400kg/cm2（PC）

材質SD345，許容引張応力度σsa=1800kg/cm2

平成6年2月 道路橋示方書，同解説

主桁コンクリート σck=400kg/cm2 

53.950 m+312.800m

+60.000m+80.000m+80.000m+53.800m

床版鋼材 PC　鋼枠　φ32 SBPR930/1180

主鋼材 SWPR7A 12T 12.4mm

斜    角 

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図　示 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

/

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

入田橋（上り線）橋梁一般図

入田橋(上り線) 橋梁一般図

平面図 S=1:1250

側面図 S=1:1250

2 / 50



25350 17625 18000 17625 350
25100

600 37800 60000 80000 80000 53800 600100

RC3径間連続中空床版橋  54000 PC5径間連続ラーメン橋  313000

橋 長  367000

1
00
00

5500

8000

2
2
00 2
2
00

2
2
00

2
0
00

1
00
00

2000

1
45
00

7000
1
20
00

2
0
00

1
50
00

2
0
00

1
40
002000

2
2
00

8500

2
5
00

1
70
00

8500

2000

21000

4
5
00

6
0
00 1
05
00

5000

5
0
00

3
80
00

6000

5
0
00

4
30
00

4
5
00

5
0
00

3
10
00

4
5
00

6
0
00

4
5
00

3
0
00

3
0
00
1
05
00

22000

5000

17500

7500

1
20
00

2
2
00

1
60
00

2500
2300
2500

DL 470.0

800

KP 1
06.4

5
KP 1

06.5
0

KP 1
06.8

1

A1 P1 P2 P3 P4

P5

P6

P7 A2

M

M
H H M M

M

深楚杭φ=2500 4
5
00

3
0
00

3
0
00

場所打ち杭φ=2000

推定支持層

縁端拡幅工Ｂ t=800mm

落橋防止構造

落橋防止構造

RC巻立て t=250mm

RC巻立て t=250mm

RC巻立て t=250mm

5500

RC巻立て t=250mm

3
2
00

1
36
34

1
66
26

5500

6500

RC巻立て t=250mm

橋脚内部充填工

(エアモルタル)

2155
6953

1595

上部工炭素繊維補強工 上部工炭素繊維補強工
32186

上部工炭素繊維補強工

上部工炭素繊維補強工 28184 8306 2743 8249

上部工炭素繊維補強工

19208

STA.
349+

92.0
0

STA.
350+

46.0
0

STA.
353+

59.0
0

+
8
0 3
5
0
+
0
0

+
2
0 +
4
0 +
6
0 +
8
0 3
5
1
+
0
0

5500
8500

8000

7
50
0

7
50
0

8500

7000

7
50
0

7
50
0

9000

8500

9
00
0

9
00
0

8500

8500

8
50

0
8
50

0

+
2
0

+
4
0

+
6
0

+
8
0

K
E
2
1
-
1

3
5
2
+
0
0

2
20
00

17500

+
2
0

+
4
0

+
8
0+
6
0

P1

P2
P3

P4

P5 P6

P7

A2

2
20
00 3
5
3
+0
0

+
2
0

+
4
0

+
6
0

+
8
0

7500

22000

町
道

０
６

４
１

号
線

21000

2
20
00

RC3径間連続中空床版橋  54000

PC5径間連続ラーメン橋  313000

25350

25
350

17625
18000

17625 100
600

37800
60000 80000

80000

100600

53800

STA
.34

9+9
2.0

0 STA
.35

0+4
6.0

0

STA.353+59.
00

下り線

上り線

RC巻立て t=250mm

橋脚内部充填工

(エアモルタル)

RC巻立て t=250mm

縁端拡幅工Ｂ t=800mm

落橋防止構造 落橋防止構造

至 更埴JCT
至 坂城IC

下り線

上り線

RC巻立て t=250mm

RC巻立て t=250mm

RC巻立て t=250mm

KP 
106

.45
KP 

106
.50

KP 106.81

町道0168-2号
線

町
道

0
1
5
9号

線

側面図

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:1250 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

/

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

入田橋（上り線）耐震補強一般図（その１）

平面図

S=1:1250

入田橋(上り線) 耐震補強一般図(その１)
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RC巻立て
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橋脚内部充填工

(エアモルタル)

適 用 基 準
R6設計要領 第二集 保全編

使 用 材 料

耐 震 補 強 設 計 条 件

コンクリート

鉄 筋

σck=30N/mm2

SD345

補 強 内 容

橋 脚

H24道路橋示方書・同解説 Ⅳ下部工編 Ⅴ耐震設計編

上 部 工

縁端拡幅工B  :P1下 部 工

活　荷　重 B活荷重

RC巻立て:P3A, P4A, P5A,P6A,P7A

橋脚内部充填工:P6A

上部工炭素繊維補強工:P4A～P5A, P5A～P6A, P6A～P7A

横断図

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:600 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

入田橋(上り線) 耐震補強一般図(その２) S=1:600

入田橋(上り線) 耐震補強一般図(その２)
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入田橋（上り線）Ｐ３橋脚 ＲＣ巻立て一般図

1.注記）

2.

3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

コンクリート表面処理工
耐震補強用

シール材
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巻立て部詳細図 S=1:25
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使用材料

コンクリート kg/cm240

鉄　筋

コンクリートA1-5 N/mm30

鉄　筋 SD345
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補強部
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S=1:250
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4. 縁端拡幅工及びRC巻立てと断面修復工が重複している

範囲のＷＪ施工数量については、コンクリートはつり工で

計上している。

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図　示 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

入田橋(上り線) Ｐ３橋脚

ＲＣ巻立て一般図
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側面図
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正面図
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正面図

1 - 1

5C D22

2C D29

2C D29

116.5
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158.5

注記)

1.          は、ガス圧接継手位置を示す。G

入田橋（上り線）Ｐ３橋脚 ＲＣ巻立て配筋図（その１） S=1:100

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:100 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

入田橋(上り線) Ｐ３橋脚

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

ＲＣ巻立て配筋図(その１)
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34

34

：非定着筋

凡 例5 D22C

主　筋 頂版・底版スターラップ 側壁スターラップ

RR R R

ΔL=2R-a

主　　　　筋 スターラップ

θ≦90ﾟ θ=135ﾟ θ=90ﾟ

径 R=3φ R=5.5φ 径 R=3φ

R a △L R a △L R a △L

D13 39 61 17 71.5 56 3 D13 39 61 17

D16 48 75 21 88.0 69 4 D16 48 75 21

D19 57 89 25 104.5 82 5

θ=45ﾟD22 66 104 28 121.0 95 5

径 R=3φD25 75 118 32 137.5 108 6

R a △LD29 87 137 37 159.5 125 7

D13 39 92 96D32 96 151 41 176.0 138 8

D16 48 113 119D35 105 165 45 192.5 151 8

D38 114 179 49 209.0 164 9

φ φ φ φ

θ
θ
=90ﾟ

θ
=90ﾟ

θ=45ﾟ

12φ 100 12φ

10
φ

a
a

a a

鉄 筋 加 工 寸 法 表

D51 153 240 66 280.5 220 12

D22 66 104 28

D22 66 155 164

断面図

5 - 5 鉄筋表

記 号 径
長さ

本数
単位質量 質量

摘  要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)
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フレア箇所

D29 6,366 kg

合計 12,367 kg (182)

フレア溶接(D22) 182 箇所
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ガス圧接箇所
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D22 6,001 kg (182) SD345

D22 9640 182 3.04 29.3 5,333 (182)
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C1 D29 6370 92 5.04 32.1 2,953
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かぶり詳細図 S=1:40

250

柱主鉄筋

既

80

コ

ク

ー

設

ン

リ

ト

137113

フーチング

組立用アンカー

7C D13

3C
コンクリート表面処理工
耐震補強用

D224C

250

帯鉄筋

柱主鉄筋

既

ctc150

80

コ

ク

ー

設

ン

リ

ト

134116.5

フーチング

組立用アンカー

6C D13

5C D22

1C
コンクリート表面処理工
耐震補強用

D292C

2
4
86

2843

4103

2
4
86

2843

4103

260

260

フレア溶接

フレア溶接

5 182(91x2)-D22×9640C

10
4

104

104

10
4

R=66

R=66

R=66

R=66

組立筋加工図(参考図) S=1:20

20
(M12ネジ加工)

7C 64-D13x240

※1本/約1ｍ2程度、設置する。

R39
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6
1
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61
20

(M12ネジ加工)

6C 180-D13x240

※1本/約1ｍ2程度、設置する。

R39
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6
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61 D：鉄筋径（呼び径) 22mm

フレア溶接詳細図

a：のど厚　　     5.6mm
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20 10D=220 20

11

D22 5
.
6

差し筋アンカー

削孔
φ18ｘ58

（M12×52）

M12×20

組立て筋アンカー詳細図(参考図) S=1:4

既設橋脚

7C D13

6C

1
1
6.
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5

帯鉄筋

ctc1505C D22

　ガス圧接(D29) 箇所

　ガス圧接(D22) 箇所

92

16

1.

注記)

2.

3. 補強部分(既設面)は、WJによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、既設構造物の

  鉄筋を切断しないように現在の配筋状態を事前に鉄筋

　による調査を実施し、確認すること。

4.          は、ガス圧接継手位置を示す。G

5.縁端拡幅工及びRC巻立てと断面修復工が重複している

範囲のＷＪ施工数量については、コンクリートはつり工で

計上している。

入田橋（上り線）Ｐ３橋脚 ＲＣ巻立て配筋図（その２）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図　示 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

/

入田橋(上り線) Ｐ３橋脚

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

ＲＣ巻立て配筋図(その２)

S=1:100 15 / 50



入田橋（上り線）Ｐ４橋脚 ＲＣ巻立て一般図 S=1:250

1.

注記）

2.

3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等
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事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図　示 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

入田橋(上り線) Ｐ４橋脚

ＲＣ巻立て一般図

16 / 50
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注記)

1.          は、ガス圧接継手位置を示す。G

入田橋（上り線）Ｐ４橋脚 ＲＣ巻立て配筋図（その１）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:100 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

入田橋(上り線) Ｐ４橋脚

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

ＲＣ巻立て配筋図(その１)

S=1:100 17 / 50
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凡 例
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かぶり詳細図 S=1:40
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フレア溶接

フレア溶接

3 222(111x2)-D16×9310C

主　筋 頂版・底版スターラップ 側壁スターラップ

RR R R

ΔL=2R-a

主　　　　筋 スターラップ

θ≦90ﾟ θ=135ﾟ θ=90ﾟ

径 R=3φ R=5.5φ 径 R=3φ

R a △L R a △L R a △L

D13 39 61 17 71.5 56 3 D13 39 61 17

D16 48 75 21 88.0 69 4 D16 48 75 21

D19 57 89 25 104.5 82 5

θ=45ﾟD22 66 104 28 121.0 95 5

径 R=3φD25 75 118 32 137.5 108 6

R a △LD29 87 137 37 159.5 125 7

D13 39 92 96D32 96 151 41 176.0 138 8

D16 48 113 119D35 105 165 45 192.5 151 8

D38 114 179 49 209.0 164 9

φ φ φ φ

θ
θ
=90ﾟ

θ
=90ﾟ

θ=45ﾟ

12φ 100 12φ

10
φ

a
a

a a

鉄 筋 加 工 寸 法 表

D51 153 240 66 280.5 220 12

D22 66 104 28

D22 66 155 164

鉄筋表

記 号 径
長さ

本数
単位質量 質量

摘  要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

C1 D22 7870 62 3.04 23.9 1,482

C3

フレア箇所

D22 3,156 kg

合計 6,375 kg (222)

フレア溶接(D16) 222 箇所

SD345

SD345

[62]

[62]

ガス圧接箇所

C2 D22 8870 62 3.04 27.0 1,674

D16 3,219 kg (222) SD345

D16 9310 222 1.56 14.5 3,219 (222)

[62]

組立筋加工図(参考図) S=1:20

20
(M12ネジ加工)

4C 284-D13x250

※1本/約1ｍ2程度、設置する。

R39

124

6
1

61

143

D：鉄筋径(呼び径) 16mm

フレア溶接詳細図

a：のど厚　　     3.2mm

D16

20 10D=160 20

8

D16 3
.
2

差し筋アンカー

削孔
φ18ｘ58

(M12×52)

M12×20

組立て筋アンカー詳細図(参考図) S=1:4

既設橋脚

4C D13

107243

1.

注記)

2.

3. 補強部分(既設面)は、WJによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、既設構造物の

  鉄筋を切断しないように現在の配筋状態を事前に鉄筋

　による調査を実施し、確認すること。

4.          は、ガス圧接継手位置を示す。G

　ガス圧接(D22) 62 箇所

入田橋（上り線）Ｐ４橋脚 ＲＣ巻立て配筋図（その２）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図　示 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

入田橋(上り線) Ｐ４橋脚

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

ＲＣ巻立て配筋図(その２)

S=1:100 18 / 50
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コンクリート表面処理工
耐震補強用

巻立て部(下部)
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30

巻立て部(上部)

RC巻立て部詳細図 S=1:25

RC巻立て

t=250

RC巻立て

t=250

入田橋（上り線）Ｐ５橋脚 ＲＣ巻立て一般図 S=1:250
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平　面　図
a - a

工   種 仕 様

使用材料

コンクリート kg/cm240

鉄　筋

コンクリートA1-5 N/mm30

鉄　筋 SD345

既設部

補強部

SD345
2

2

3
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3
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a a

RC巻立て
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RC巻立て
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3
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5400 800800

2.0% 2.0%

STA
.35

1+4
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00
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1.

注記）

2.

3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図　示 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

入田橋(上り線) Ｐ５橋脚

ＲＣ巻立て一般図
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注記）

1.          は、ガス圧接継手位置を示す。G

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:200 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

入田橋(上り線) Ｐ５橋脚

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

ＲＣ巻立て配筋図(その１)

入田橋（上り線）Ｐ５橋脚 ＲＣ巻立て配筋図（その１） S=1:200 20 / 50



主　筋 頂版・底版スターラップ 側壁スターラップ

RR R R

ΔL=2R-a

主　　　　筋 スターラップ

θ≦90ﾟ θ=135ﾟ θ=90ﾟ

径 R=3φ R=5.5φ 径 R=3φ

R a △L R a △L R a △L

D13 39 61 17 71.5 56 3 D13 39 61 17

D16 48 75 21 88.0 69 4 D16 48 75 21

D19 57 89 25 104.5 82 5

θ=45ﾟD22 66 104 28 121.0 95 5

径 R=3φD25 75 118 32 137.5 108 6

R a △LD29 87 137 37 159.5 125 7

D13 39 92 96D32 96 151 41 176.0 138 8

D16 48 113 119D35 105 165 45 192.5 151 8

D38 114 179 49 209.0 164 9

φ φ φ φ

θ
θ
=90ﾟ

θ
=90ﾟ

θ=45ﾟ

12φ 100 12φ

10
φ

a
a

a a

鉄 筋 加 工 寸 法 表

D51 153 240 66 280.5 220 12

D22 66 104 28

D22 66 155 164
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かぶり詳細図 S=1:40
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組立用アンカー
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1C
コンクリート表面処理工
耐震補強用

D32

2C

差し筋アンカー

削孔
φ18ｘ58

（M12×52）

M12×20

組立て筋アンカー詳細図(参考図) S=1:4

既設橋脚

5C D13

組立筋加工図(参考図) S=1:20

20
(M12ネジ加工)

5C 860-D13x240

※1本/約1ｍ2程度、設置する。

R39

113

6
1

61

132

鉄筋表

記 号 径
長さ

本数
単位質量 質量

摘  要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

C1 D32 8000 640 6.23 49.8 31,872

C3

フレア箇所

D32 37,440 kg

合計 66,165 kg (1500)

フレア溶接(D22) 1500 箇所

SD345

SD345

D22 28,725 kg (1500) SD345

D22 5140 750 3.04 15.6 11,700 (750)

C4 D22 7460 750 3.04 22.7 17,025 (750)

2
5
0

1.注記）

2.

3. 補強部分(既設面)は、WJによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

4.          は、ガス圧接継手位置を示す。G

D：鉄筋径（呼び径) 22mm

フレア溶接詳細図

a：のど厚　　     5.6mm

D22

20 10D=220 20

11

D22 5
.
6
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3
2
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2
1
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4103 2843
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2
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フレア溶接

フレア溶接

フレア溶接

フレア溶接

R=66 R=66

R=66 R=66

3 750(375x2)-D22×5140C

10
4

104 10
4

104

4 750(375x2)-D22×7460C

C2 D32 5580 160 6.23 34.8 5,568

[640]

ガス圧接箇所

[640]

[640]

107
125
107118

入田橋（上り線）Ｐ５橋脚 ＲＣ巻立て配筋図（その２） S=1:100

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図　示 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

入田橋(上り線) Ｐ５橋脚

上 信 越 自 動 車 道

ＲＣ巻立て配筋図(その２)

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

21 / 50



入田橋（上り線）Ｐ６橋脚 ＲＣ巻立て一般図 S=1:250

10250

9000 700

11000

1050 250

150

21400

500 2504503500 3500 5001000

2.00%

▽516.750 ▽516.617

4
27
30

3
07
30

3
0
00

6
0
00

3
0
00

5
50

3
9
00

5
50

5
0
00

75

700600 3900 600700

4
5
00

1
00

▽464.312

▽468.812

2250 6500 4250 7000 2000

2
9
19

3
07
30

3
0
00

6
0
00

5
0
00

4
26
49

4
5
00

1
00

下り線 上り線

2475 550 5400 550 2025

100 22000 100

700 5100 700

6500

5575 5425

11000

700600 3900 600700

700600 3400 600700

700600 3400 600700

3
0
00

3
07
30

3
0
00

6
0
00

4
5
00

4
27
30

5
0
00

75

PH=
516

.75
0

550065005500

3.00%

700 4600 700

6000

▽468.812

2
00

2
00

2000 4@4500=18000 2000

場所打ち
鉄筋コンクリート杭
φ2000 L=11.7～19.2m
n=20本

1
00

2
00

▽464.312

100 17500 100

2000 4@4500=13500 2000

場所打ち
鉄筋コンクリート杭
φ2000 L=11.7～19.2m
n=20本

1
00

1
00

P5橋脚方向 P7橋脚方向 

正 面 図

側 面 図

2250 6500 4500 6500 2250

22000

2
0
00

3
@4
50
0=
13
5
00

2
0
00

5
7
50

6
0
00

5
7
50

1
75
00

2000 4@4500=18000 2000

平　面　図

RC巻立て

t=250

250 6500 250

7000

6
5
00

2
50

6
0
00

2
50

躯体

基礎工

R
C
巻
立
て

250

250

コンクリート表面処理工
耐震補強用

巻立て部(下部)

巻立て部(上部)

RC巻立て部詳細図 S=1:25

RC巻立て

t=250

工   種 仕 様

使用材料

コンクリート kg/cm240

鉄　筋

コンクリートA1-5 N/mm30

鉄　筋 SD345

既設部

補強部

SD345
2

2

a a

RC巻立て

t=250

RC巻立て

t=250

4
23
19

3
00

4
23
19

5
22

4
23
19

3
30

4
23
19

4
92

2.0%

コンクリート表面処理工
耐震補強用

シール材

躯体

R
C
巻
立
て

5

250

30

30

RC巻立て

t=250

2.0%

コンクリート

無収縮モルタル

800 5400 800

2.0%4
11

250 2506500

800 800

STA
.35

2+2
4.5

00
KP 

106
.68

4
2
30

1218

1.

注記）

2.

3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

無収縮モルタル 無収縮モルタル

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図　示 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社
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豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

入田橋(上り線) Ｐ６橋脚

ＲＣ巻立て一般図
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注記）

1.          は、ガス圧接継手位置を示す。G

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:200 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

入田橋(上り線) Ｐ６橋脚

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

ＲＣ巻立て配筋図(その１)

入田橋（上り線）Ｐ６橋脚 ＲＣ巻立て配筋図（その１） S=1:200 23 / 50



主　筋 頂版・底版スターラップ 側壁スターラップ

RR R R

ΔL=2R-a

主　　　　筋 スターラップ

θ≦90ﾟ θ=135ﾟ θ=90ﾟ

径 R=3φ R=5.5φ 径 R=3φ

R a △L R a △L R a △L

D13 39 61 17 71.5 56 3 D13 39 61 17

D16 48 75 21 88.0 69 4 D16 48 75 21

D19 57 89 25 104.5 82 5

θ=45ﾟD22 66 104 28 121.0 95 5

径 R=3φD25 75 118 32 137.5 108 6

R a △LD29 87 137 37 159.5 125 7

D13 39 92 96D32 96 151 41 176.0 138 8

D16 48 113 119D35 105 165 45 192.5 151 8

D38 114 179 49 209.0 164 9

φ φ φ φ

θ
θ
=90ﾟ

θ
=90ﾟ

θ=45ﾟ

12φ 100 12φ

10
φ

a
a

a a

鉄 筋 加 工 寸 法 表

D51 153 240 66 280.5 220 12

D22 66 104 28

D22 66 155 164

断面図

5 - 5

かぶり詳細図 S=1:40
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（M12×52）
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組立て筋アンカー詳細図(参考図) S=1:4

既設橋脚

9C D13

組立筋加工図(参考図) S=1:20

20
(M12ネジ加工)

9C 1058-D13x240

※1本/約1ｍ2程度、設置する。

R39
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6
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鉄筋表

記 号 径
長さ

本数
単位質量 質量

摘  要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

C1 D22 9000 704 3.04 27.4 19,290

C3

フレア箇所

合計 58,611 kg (2550)

フレア溶接(D22) 2550 箇所

SD345

D22 58,611 kg (2550) SD345

D22 3540 425 3.04 10.8 4,590 (425)

C4 D22 6060 425 3.04 18.4 7,820 (425)

1.注記）

2.

3. 補強部分(既設面)は、WJによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

4.          は、ガス圧接継手位置を示す。G
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入田橋（上り線）Ｐ６橋脚 ＲＣ巻立て配筋図（その２） S=1:100

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図　示 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

入田橋(上り線) Ｐ６橋脚

上 信 越 自 動 車 道

ＲＣ巻立て配筋図(その２)

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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入田橋（上り線）Ｐ７橋脚 ＲＣ巻立て一般図 S=1:250
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1.

注記）

2.

3. 補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図　示 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

入田橋(上り線) Ｐ７橋脚

ＲＣ巻立て一般図
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設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:200 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

入田橋(上り線) Ｐ７橋脚

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

ＲＣ巻立て配筋図(その１)

入田橋(上り線) Ｐ７橋脚 ＲＣ巻立て配筋図(その１) S=1:200 26 / 50



主　筋 頂版・底版スターラップ 側壁スターラップ

RR R R

ΔL=2R-a

主　　　　筋 スターラップ

θ≦90ﾟ θ=135ﾟ θ=90ﾟ

径 R=3φ R=5.5φ 径 R=3φ

R a △L R a △L R a △L

D13 39 61 17 71.5 56 3 D13 39 61 17

D16 48 75 21 88.0 69 4 D16 48 75 21

D19 57 89 25 104.5 82 5

θ=45ﾟD22 66 104 28 121.0 95 5

径 R=3φD25 75 118 32 137.5 108 6

R a △LD29 87 137 37 159.5 125 7

D13 39 92 96D32 96 151 41 176.0 138 8

D16 48 113 119D35 105 165 45 192.5 151 8

D38 114 179 49 209.0 164 9

φ φ φ φ

θ
θ
=90ﾟ

θ
=90ﾟ

θ=45ﾟ

12φ 100 12φ

10
φ

a
a

a a

鉄 筋 加 工 寸 法 表

D51 153 240 66 280.5 220 12

D22 66 104 28

D22 66 155 164

差し筋アンカー

削孔
φ18ｘ58

（M12×52）

M12×20

組立て筋アンカー詳細図(参考図) S=1:4

既設橋脚

13C D13

1.注記）

2.

3. 補強部分(既設面)は、WJによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

4.          は、ガス圧接継手位置を示す。G

D：鉄筋径（呼び径) 32mm

フレア溶接詳細図

a：のど厚　　     8.5mm

D32

20 10D=320 20

16

D32 8
.
5

5.          は、機械式継手位置を示す。K

7000

250 6500 250

154 42@150=6300

196

5 D32C

5 D32C

128

5
5
00

5
0
00

2
5
0

3
2
@
1
5
0
=4
8
00

1
5
4

1
9
6

2

1

4 3

2

1

4 3

凡 例

断面図

5 - 5

9 D32C 8 D32C

8 D32C 9 D32C

1 D51C (定着筋)

4 D32C

(定着筋)

128

4 D32C (定着筋)

5 D32C

1 D51C (定着筋)

5 D32C

：定着筋
：非定着筋

2
5
0

1
5
4 1
9
6

154
196

かぶり詳細図 S=1:40

250

帯鉄筋

柱主鉄筋

既

ctc100

80

コ

ク

ー

設

ン

リ

ト

96154

フーチング

組立用アンカー

12C D13

10C D32

1C D51

8C

橋軸方向 橋軸直角方向

削
孔

長
=
1
0
30

2
0
･
D
=
10
20

1
0

削孔径φ61

エポキシ樹脂充填

250

帯鉄筋

柱主鉄筋

既

ctc100

80

コ

ク

ー

設

ン

リ

ト

122128

フーチング

組立用アンカー

13C D13

11C D32

4C
コンクリート表面処理工
耐震補強用

D32

9C

削
孔
長

=6
50

2
0
･
D
=6
40

1
0

削孔径φ42

エポキシ樹脂充填

96.5

機械式継手

φ84×360

コンクリート表面処理工
耐震補強用

12C

組立筋加工図(参考図) S=1:20

20
(M12ネジ加工)

12C 396-D13x200

※1本/約1ｍ2程度、設置する。

R39

77

6
1

61

96

20
(M12ネジ加工)

13C 304-D13x230

※1本/約1ｍ2程度、設置する。

R39

103

6
1

61

122

2808

2
1
58

3
3
18

4168

15
1

151

360

2808

2
1
58

3
3
18

4168

15
1

151

360

3
6
0

3
6
0

R=96

R=96 R=96

R=96

10 24(12x2)-D32×5120C

11 24(12x2)-D32×7640C

2792

2
1
41

3
3
01

4152

15
1

151

360

2792

2
1
41

3
3
01

4152

15
1

151

360

3
6
0

3
6
0

R=96

R=96 R=96

R=96

8 586(293x2)-D32×5090C

9 586(293x2)-D32×7610C

鉄筋表

記 号 径
長さ

本数
単位質量 質量

摘  要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

C1 D51 8500 46 15.9 135.0 6,210

C6

フレア箇所

D51 16,868 kg

合計 84,392 kg (1220)

フレア溶接(D32) 1220 箇所

SD345

SD345

D32 67,524 kg (1220) SD345

C7

C2

D51 6060 46 15.9 96.4 4,434

[330]

ガス圧接箇所

[330]

<46>

<138>

機械式継手

<138>

C3

C4 D32 34 6.23 1,802

C5

　ガス圧接(D32) 330 箇所

機械式継手(D51) 138 箇所

C8 D32 5090 586 6.23 31.7 18,576 (586)

C9 D32 7610 586 6.23 47.4 27,776 (586)

C10 D32 5120 24 6.23 31.9 766 (24)

C11 D32 7640 24 6.23 47.6 1,142 (24)

D32 5040 76 6.23 31.4 2,386

D32 5680 34 6.23 35.4 1,203

D32 8500 296 6.23 53.0 15,675 [296]

8500

D51 8500 92 15.9 12,434 <92>

[34]

135.0 

53.0 

鉄筋Ｔ

6,210 kg

8,012 kg

1,802 kg

鉄筋Ｔ１

入田橋(上り線) Ｐ７橋脚 ＲＣ巻立て配筋図(その２) S=1:100

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図　示 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

入田橋(上り線) Ｐ７橋脚

上 信 越 自 動 車 道

ＲＣ巻立て補強配筋図(その２)

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:100 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

P4

2155

上部工炭素繊維補強工　Ａ１　上部工炭素繊維定着体工　Ａ

目付：200g/m2(周方向：1層)
上部工炭素繊維補強工　Ａ２　上部工炭素繊維定着体工　Ｂ

目付：400g/m2(周方向：1層)

9
39

床版突起

壁突起

1

1

2

2

1
0
46

3

3

1
50

2
00

1
50

3
15

2615 2260 310 2260 1103

1
5
94

1
03

1
3
50

1
50

2
00

1
5
97

1
03

1
3
50

1
50

2
00

壁突起 壁突起

1
0
95

2
00

2
55

1
1
50

2
00

2
00

1
04
6～

15
94

1
04
6～

15
94

上部工炭素繊維補強工　Ａ２

目付：400g/m2(周方向：1層)
上部工炭素繊維定着体工　Ｂ

3
15
～
0

床版突起 

1
35
0～

15
97

1
35
0～

15
97

0
～
3
15

壁突起 

315～0 315～0

0
～
3
15

壁突起 

床版突起 

1
09
5～

13
50

1
09
5～

13
50

上部工炭素繊維補強工　Ａ１

目付：200g/m2(周方向：1層)

2
55
～
0

2
55
～
0

床版突起 

側面図

5125

2425 5400 2425

5125

10250

1 - 1

断 面 図

5125

2425 5400 2425

5125

10250

2 - 2

断 面 図

315～0 315～0

5125

2425 5400 2425

5125

10250

3 - 3

断 面 図

6953 1595

入田橋(上り線)

上部工炭素繊維定着体工(その１)

注記)

1.   現場原寸確認の上、詳細決定のこと。

2.   不陸修正材（エポキシパテ）の使用量は、下地状況確

3.   上部工炭素繊維定着体は既設鋼材を避けて設置すること。　　

4.   シートは主桁上端まで貼付けること。　　

認後決定する。

P5側P3側

上部工炭素繊維定着体工　Ａ 上部工炭素繊維定着体工　Ａ

入田橋(上り線) 上部工炭素繊維補強工・上部工炭素繊維定着体工(その１) S=1:100

9
39

1
0
46

1
50

2
00

1
50

3
15

1
5
94

1
03

1
3
50

1
50

2
00

1
5
97

1
03

1
3
50

1
50

2
00

側面図

目付：200g/m2(周方向：1層)
上部工炭素繊維補強工　Ａ２　上部工炭素繊維定着体工　Ｂ

目付：400g/m2(周方向：1層)

2615

1926 300 321

2547
壁突起

310 2547

1792 300 321

1103
壁突起

床版突起

シート延長　7264 シート延長　1858

134

床版突起

132 35@200=7000 179 179
132

5@300=1500

埋込角度45°

上部工炭素繊維補強工　Ａ１　上部工炭素繊維定着体工　Ａ

上部工炭素繊維定着体工　Ｂ

上部工炭素繊維補強工　Ａ２

目付：400g/m2(周方向：1層)
上部工炭素繊維定着体工　Ｂ

上部工炭素繊維定着体工　Ｂ

上部工炭素繊維補強工・

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

1:100 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

4186 19208

1
5
81

1
4
47

1
3
50

上部工炭素繊維補強工　Ａ１　上部工炭素繊維定着体工　Ａ

5

5

172

1
50

2
00

1
50

2
00

1
50

2
00

側面図

1
35
0～

15
81

1
35
0～

15
81

上部工炭素繊維補強工　Ａ１

目付：200g/m2(周方向：1層)

上部工炭素繊維定着体工　Ａ上部工炭素繊維定着体工　Ａ

5125

2425 5400 2425

5125

10250

5 - 5

断 面 図

1
35
0～

15
81

1
35
0～

15
81

上部工炭素繊維補強工　Ａ１

目付：200g/m2(周方向：1層)

上部工炭素繊維定着体工　Ａ上部工炭素繊維定着体工　Ａ

5125

2425 5400 2425

5125

10250

4 - 4

断 面 図

上 信 越 自 動 車 道

入田橋(上り線)

上部工炭素繊維定着体工(その２)

目付：200g/m2(周方向：1層)

P7側P6側

1
5
81

1
3
68 1
3
50

1
4
49

184 8306

P6側P5側

2743 8249 4117

上部工炭素繊維補強工　Ａ１　上部工炭素繊維定着体工　Ａ

目付：200g/m2(周方向：1層)

上部工炭素繊維補強工　Ａ１　上部工炭素繊維定着体工　Ａ

目付：200g/m2(周方向：1層)

1
50

2
00

1
50

2
00

1
50

2
00

1
50

2
00

1
50

側面図

4

4

入田橋(上り線) 上部工炭素繊維補強工・上部工炭素繊維定着体工(その２) S=1:100

253 26@300=7800 253 224 26@300=7800 225

154 63@300=18900 154

上部工炭素繊維補強工

注記)

1.   現場原寸確認の上、詳細決定のこと。

2.   不陸修正材（エポキシパテ）の使用量は、下地状況確

3.   上部工炭素繊維定着体は既設鋼材を避けて設置すること。　　

4.   シートは主桁上端まで貼付けること。　　

認後決定する。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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規   格

シートの厚さ　(mm) 0.167

300

繊維シートの規格

目付量　(g/m2)

引張強度　(N/mm2)

引張弾性率　(kN/mm2)

0.111

3400

245

200

炭素

0.222

400

0.250

450

0.333

600

3400

245

3400

245

3400

245

3400

245

シートの継ぎ手長 200mm以上

←　繊維方向　→

R=50以
上

隅角部

継ぎ手部

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図　示 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

樹脂下塗り

炭素繊維シート  目付200ｇ/m2  周方向　1層

樹脂上塗り

上部工炭素繊維下地処理工

上部工炭素繊維補強表面仕上工（仕上げ材A）

}

補強断面A(A1)

炭素繊維シート施工断面図

エポキシ樹脂プライマー

不陸修正用エポキシパテ

樹脂下塗り

炭素繊維シート  目付400ｇ/m2  周方向　1層

樹脂上塗り }

補強断面B(A2)

入田橋(上り線) 上部工炭素繊維補強工・上部工炭素繊維定着体工(その３) S=1:100

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

注記)

1.   現場原寸確認の上、詳細決定のこと。

2.   不陸修正材（エポキシパテ）の使用量は、下地状況確

3.   上部工炭素繊維定着体は既設鋼材を避けて設置すること。　　

4.   シートは主桁上端まで貼付けること。　　

認後決定する。
入田橋(上り線)

上部工炭素繊維定着体工(その３)
上部工炭素繊維補強工・

5.   固定アンカーの取付は、次の手順で行う。　　

　   ①固定アンカーを埋め込む孔に先込充填樹脂を挿入する。　　

　   ②固定アンカーに含浸接着樹脂を含浸させる。　　

　   ③コンクリートに設けた孔に固定アンカーを挿入する。　　

　   ④孔に挿入した固定アンカーの他端を含浸接着樹脂を塗った炭素繊維シート上に扇状に接着する。　　

上部工炭素繊維下地処理工

上部工炭素繊維補強表面仕上工（仕上げ材A）

170埋込深さ(mm)

80ストランド本数

250扇長さ(mm)

300配置間隔(mm)

15埋込角度(°)

300 300 300

2
50

1
70

2
50

埋
込
長
170

15°

炭素繊維シート

CFアンカー定着

炭素繊維シート

CFアンカー定着

 (目付200ｇ/m2) 

目付200ｇ/m2  周方向　1層

200埋込深さ(mm)

100ストランド本数

300扇長さ(mm)

200配置間隔(mm)

15・45埋込角度(°)

200 200 200

3
00

2
00

炭素繊維シート

CFアンカー定着

上部工炭素繊維定着体工　Ｂ S=1:25

 (目付400ｇ/m2) 

目付400ｇ/m2  周方向　1層
目付200ｇ/m2  周方向　1層

200200

上部工炭素繊維定着体工　Ａ S=1:25

310 310 210 210

3
00

埋
込
長
200

炭素繊維シート

CFアンカー定着

目付400ｇ/m2  周方向　1層

削
孔
長
170

削孔径φ19.2

削
孔
長
200

削孔径φ21.5

15°

170削孔長(mm)φ19.2 200削孔長(mm)φ21.5

炭素繊維シート

CFアンカー定着

目付400ｇ/m2  周方向　1層

3
00

45°

埋
込
長
200

削
孔
長
200

側壁突起

削
孔
径
φ
21
.5

扇部ラップ長　10
扇部ラップ長　10

炭素繊維シート(下貼り)

目付200ｇ/m2  橋軸方向　1層

炭素繊維シート(下貼り)

目付200ｇ/m2  橋軸方向　1層

炭素繊維シート(下貼り)

目付200ｇ/m2  橋軸方向　1層

炭素繊維シート(下貼り)

目付200ｇ/m2  橋軸方向　1層

炭素繊維シート(下貼り)

目付200ｇ/m2  橋軸方向　1層

2260 310 2260

壁突起

1926

300

3
21

300

3
21

11032615

6953 1595

目付：400g/m2(周方向：1層) 目付：200g/m2(周方向：1層)

側 壁

上部工炭素繊維補強工 上部工炭素繊維補強工

壁突起

壁突起炭素繊維シート補強詳細図 S=1:50

1792

134
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事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図　示 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

入田橋(上り線) 

上 信 越 自 動 車 道

入田橋（上り線）Ｐ３橋脚（Ｐ２側）縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１） S=1:100

Ｐ３橋脚(Ｐ２側) 縁端拡幅工Ｂ詳細図(その１)

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

9
00

6500

650 2600 2600 650

6500

P
2側

P
4側

P3

900

P3

P2側 P4側

側 面 図

平 面 図

正 面 図

1400

2300

1
4
00

2
3
00

縁端拡幅工Ｂ

2
9
00

2
9
00

800

11000

70092501050

2
9
00

3
00

縁端拡幅工Ｂ

8
00

6500

縁端拡幅工Ｂ

3
003
00

RC巻立て

RC巻立て

RC巻立て

アンカー D19

2
50

250250

2300250 250

250 250

"a部"

3
00

無収縮モルタル

コンクリート

800

既設コンクリートWJ

S=1:30a部詳細図
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事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

入田橋(上り線)

上 信 越 自 動 車 道

入田橋（上り線）Ｐ３橋脚（Ｐ２側）縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２） S=1:50

注記)

1)コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

2)本図の既設構造物の基準寸法·部材寸法などは、

   すべて完成図を基に作図を行なっている。

3)施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

4)既設コンクリート表面には、新旧コンクリートの付

   着性をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

5)アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

　 鉄筋はSD345を使用する。

　 のこと。

   て施工のこと。

Ｐ３橋脚(Ｐ２側) 縁端拡幅工Ｂ詳細図(その２)

図　示

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

θ ≦ 90° θ ＞ 90°

 = 2　- a

 48  D16

径
R

21 75

θ = 90°

a L

L

R = 3φ

L
L

θ

θ = 135°

 69 88  

R a

 4

L

a

L

L

L

θ

R

R = 5.5φ

φ

鉄筋加工寸法表

a φ

R

1.56D16

１本当り質量
記号 径

(mm)

単位当り質量

(kg/m) (kg/本)

質量

(kg)
摘　要

縁端拡幅工鉄筋質量表

SD345　　合計 kg

kg

長   さ
本  数

鉄 筋 集 計

2.93 3221300 110

C1 

A1

D16 6410 1.56 10.00 25025H1

A1  110 - D19 x 1300

D19 322 kg

正 面 図

平 面 図
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5
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2
1
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3
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1.56D16C4 2
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8
x3
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C1  D16

2.00%

1
2
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1
6
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550 250

RC巻立て

C2  D16

211.5

72 197.5 69

2
9
00

3
00

3
00

H1  D16

H1  D16

267.5 300 232.5

C3  D16

C4  D16

935

3060

C2 -1   22 - D16 x 4280 C2 -2   22 - D16 x 2630C1   22 - D16 x 3060

4280

2630

4.77

6.68

4.10

105

147

90

613

C3    2 - D16 x 2430 C4    2 - D16 x 4080

2430

4080

3.79

6.36

8

13

C4  D16

C3  D16

C3  D16

C4  D16

6)縁端拡幅工及び巻立てと、断面修復工が重複している

　範囲のＷＪ施工数量については、コンクリートはつり工で

　計上している。

S=1:10アンカー削孔詳細

削孔長 295

削
孔

径
 
φ
29

アンカー筋D19

10 285

D
19

エポキシ樹脂注入

かぶり詳細図 S=1：30

ＲＣ巻立て

H1  D16

H1  D16

C1   D16

A1  D19

800

69

53

45

72

56

45

1
10

5
3

4
5

1
10 5
3 4
5

4
5

C2 -1  D16

C2 -2  D16

6
9

6
9
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事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図　示 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

入田橋(上り線) Ａ１橋台

上 信 越 自 動 車 道

落橋防止構造Ｃ１－Ｂ１ 構造図(その１)

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

入田橋（上り線）Ａ１橋台 落橋防止構造Ｃ１－Ｂ１ 構造図（その１）

S=1:100正面図S=1:40側面図

S=1:40平面図

断面図 S=1:40

1 - 1

緩衝チェーン取付詳細図 S=1:20

緩衝チェーン 5型(825kN)1リンク<参考図> S=1:20

1773

260

450

移動可能量

2223

全周にシール材 20×20

アンカーボルト   Ｄ32×700
コンクリート削孔 φ42×490
エポキシ樹脂注入 γ＝1.2

75
3
00

3
00

75

7
50

5
00 チェーン作用時

取付直線長 1823

CLmax=
2263

落橋防止構造
緩衝チェーン

4
25

1
0.
8°

1

1

アンカーボルト   Ｄ32×L
コンクリート削孔 φ42×490

エポキシ樹脂注入 γ＝1.2

250 250 250 75

900

75

A1

P1側

7525025025075

900

L2

3
35

4
80

3
35

75

1
1
50

1
0
00

75
260

1773

450

移動可能量

2223

L1 605

L2 600

48010

490

75
2
50

75

4
00

90.0°

L1

調整シャックル ショックレスチェーン 強力シャックル 調整シャックル

6060 60

緩衝チェーン全長 CL' = 2103 mm
(地震時許容伸び量 ⊿a = 160mm、CLmax = 2263 mmm)

75

強力チェーン

緩衝チェーン全長 CL' = 2103 mm
(地震時許容伸び量 ⊿a = 160mm、CLmax = 2263 mm)

1
90

50

38 42

50

264 1180 170 225 264

138 904 138 200

225

▽下部工天端

アンカーボルト   Ｄ32×605
コンクリート削孔 φ42×490
エポキシ樹脂注入 γ＝1.2

アンカーボルト   Ｄ32×600
コンクリート削孔 φ42×490
エポキシ樹脂注入 γ＝1.2

上部工側ブラケット

7
50

75
3
00

75

5
00

3
00

400

75 250 75 下部工側ブラケット

4
25

250 250 250 75

900

75 75 1000 75

1150

1
45

2
30

30
25

575325

1
45

2
30

25
30

無収縮モルタル
平均厚　30mm

30

落橋防止構造(設計水平力2000kN)
n=3本

位置図

A1 P1 P2 P3

落橋防止構造
設置箇所:3本

75 750 75

上り線

400

7
50

400

7
50

400

7
50

材料表(落橋防止構造1本所当たり)
適要名称 規格 単位 数量

ショックレスチェーン 825kN 本 1 SCM420H

強力チェーン 825kN 個 1 SCM420H

強力シャックル 825kN 個 1 SCM435又はSCM435H

調整シャックル 825kN 個 2 SCM435又はSCM435H

重量

62.5

7.16

21.9

23.9

合計 139kg

死荷重反力

設計水平力

1本当たりの引張力

設計移動量

1413 kN

2000 kN

 679 kN

 450 mm

下部工水平耐力 2000 kN

注記)

1) 図中詳細寸法は、足場架設後現地実測の上決定のこと。

2) 上部工側･下部工側削孔は、鉄筋探査等を行い、

   既設鉄筋を切断しないように留意すること。

3) 下部工側アンカーボルト定着長は既設躯体より15d

   (d:アンカー径)以上を確保すること。

4) 無収縮モルタルの設計基準強度は、σck＝24N/mm2以上とする。

有効投影面積
A=1444203mm2

[取付図]

S=1:100

※作用角度θ=10.8°考慮

3155222022203405

11000

はく落-A2 25-0073
37.8m2/10.5m*3.6m

3
6
00

10500
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下部工ブラケット詳細図 S=1:20

S=1:20上部工ブラケット詳細図

S=1:20上部アンカーボルト詳細図 S=1:20下部アンカーボルト詳細図

102
ネジ切り長

削孔長 490

10

5定着長 480 25 72

700

不陸調整樹脂パテ材

t=5mm

M30-3種ナット M30-1種ナット

M30 ネジ切り加工M30-座金

エポキシ樹脂注入

アンカーボルトD32

削
孔
径

φ
42

材料1基当り (全3基)
 6-Anc Bolt D32×700 (SD345)

 6-Nut      M30 3種ナット

 6-Nut      M30 1種ナット

 6-Washer   M30 座金

不陸調整
ベースプレート

28

150

900

550 200

P1側A1側

1 2

28

3
1
00

2
30

1
45

25
3
75

3

1

20 860 20

555305

900

2

F.P.
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∅64孔

1
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1150

1000 75

1 - 1

2
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75

25

2522 22

69

8

3
35

4
80

3
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5
75

5
75

4-φ16孔8-φ35孔

3 - 3

75

900

75250 250 250

75 750 75

28

150 550 200

28

75
1
0
00

75

1
1
50

20
1
601
80

1150

2 - 2

F.P.

R5
0

525 20

25

20 525

545 545

材料1基当り (全3基)

 1-Top  PL  375×25× 860(SM490A)

 2-PL     φ260×22       (SM490A)

 4-Rib  PL  180×28×545 (SM490B)

 1-Base PL  900×25×1150 (SM490A)

4 - 4

75 250 75

400

3
00

3
00

75

7
50

75

5

6

5

6

2006-φ35孔 200

230 145

375255

F.P.

25
25

2
00

3
50

2
00

75
3
00

3
00

75

100
∅260

∅6
4孔

3
55

3
55

7
10

20
20

7
50

4

4100

5 - 5

400

75 250 75

5
25

2
30

1
45

3
75

2522 22

69

8

材料1基当り (全3基)

 1-Top  PL  375×25×710 (SM490A)

 2-PL     φ260×22      (SM490A)

 4-Rib  PL  160×25×170 (SM490A)

 1-Base PL  400×25×750 (SM490A)

170 170

6 - 6

25
1
60

20
1
40

R50

F.P.

20 150

170

20150

170

削孔径

φ42

b1
ネ

ジ
切

り
長

削
孔

長
 
4
90

10

b3
定

着
長
 
4
80

25
b2

L

M30 ネジ切り加工

M30-1種ナット

M30-3種ナット

M30-座金

アンカーボルトD32

エポキシ樹脂注入

材料1基当り (全3基)
 N-Anc Bolt D32×L (SD345)

 8-Nut      M30 3種ナット

 8-Nut      M30 1種ナット

 8-Washer   M30 座金

L b1 b2 b3 N

605 125 68 32 4

600 120 67 28 4

注記)

1) 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。 

   尚、ボルト・ナット及び板厚3.2mm未満の部材の 

   膜厚はHDZT49とする。 

2) 部材は全て、溶融亜鉛めっきとする。 

   亜鉛の付着量は　JIS H 0401 HDZT77とする。 

3)「F.P.」の表示ある箇所は、完全溶込み溶接を用いる。

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図　示 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

入田橋(上り線) Ａ１橋台

上 信 越 自 動 車 道

落橋防止構造Ｃ１－Ｂ１ 構造図(その２)

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

5

入田橋（上り線）Ａ１橋台 落橋防止構造Ｃ１－Ｂ１ 構造図（その２）

90
.0
° 90.0°

[詳細図]

S=1:20

シール材

20

20

S=1:4シール材詳細図

25

※アンカーボルトはねじ切部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。 

断面修復118
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事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図　示 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

入田橋(上り線) Ｐ３橋脚(Ｐ２側)

上 信 越 自 動 車 道

落橋防止構造Ｃ１－Ｂ２ 構造図(その１)

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

位置図

A1 P1 P2 P3

落橋防止構造
設置箇所:3本緩衝チェーン全長 CL'= 1834 mm

(地震時許容伸び量 ⊿a = 140mm、CLmax= 1974 mm)

5454

66

調整シャックル ショックレスチェーン 強力シャックル 調整シャックル

54

強力チェーン

緩衝チェーン全長 CL'= 1834 mm
(地震時許容伸び量 ⊿a = 140mm、CLmax= 1974 mm)

32 1
60

198

151 782 119

111 243 2301020

176

44

38

44

205

注記)

1) 図中詳細寸法は、足場架設後現地実測の上決定のこと。

2) 上部工側･下部工側削孔は、鉄筋探査等を行い、

   既設鉄筋を切断しないように留意すること。

3) 下部工側アンカーボルト定着長は既設躯体より15d

   (d:アンカー径)以上を確保すること。

4) 無収縮モルタルの設計基準強度は、σck＝24N/mm2以上とする。

上り線

入田橋（上り線）Ｐ３橋脚（Ｐ２側）落橋防止構造Ｃ１－Ｂ２ 構造図（その１）S=1:100

[取付図]

※作用角度θ=14.8°考慮

P3

P2側

全周にシール材 20×20

アンカーボルト   Ｄ29×1330
コンクリート削孔 φ39×445
エポキシ樹脂注入 γ＝1.2

75
2
50

2
50

6
50

8
00チェーン作用時

取付直線長 1591

落橋防止構造
緩衝チェーン

5
04

1

1

アンカーボルト   Ｄ32×L
コンクリート削孔 φ42×490
エポキシ樹脂注入 γ＝1.2

220 170 210 75

750

75

1508

250

400

移動可能量

1908

橋脚パラペットの補強

800

CLmax=1974

75

1
4.
8°

75 220 170 210 75

750

L1

3
35

4
80

3
35

75

1
1
50

1
0
00

75

250

1508

400

移動可能量

1908

L1 600

L2 620

435 10

445

75

<
10
5>

3
00

<
24
0>

75

<
10
5>

4
50

7560075

90
.0
°

橋脚パラペットの補強

800

L2

S=1:40側面図

S=1:40平面図

断面図 S=1:40

1 - 1

アンカーボルト   Ｄ32×600
コンクリート削孔 φ42×490
エポキシ樹脂注入 γ＝1.2

アンカーボルト   Ｄ32×620
コンクリート削孔 φ42×490
エポキシ樹脂注入 γ＝1.2

▽下部工天端

上部工側ブラケット

6
50

75
2
50

75

8
00

2
50

450

75

<105>

300

<240>

75

<105> 下部工側ブラケット

5
04

※<>内寸法下部工ブラケットTYPE-Bを示す。

S=1:100正面図

緩衝チェーン取付詳細図 S=1:20

落橋防止構造(設計水平力1594kN)
n=3本

450

6
50

450

6
50

450

6
50

TYPE-ATYPE-BTYPE-A

220 170 210 75

750

75 75 1000 75

1150

335 480 335

1
35

2
20

25
35

無収縮モルタル
平均厚 35mm

35

1
35

2
20

35
25

325425

材料表（落橋防止構造1本当たり）
適要名称 規格 単位 数量

ショックレスチェーン 615kN 本 1 SCM420H

強力チェーン 615kN 個 1 SCM420H

強力シャックル 615kN 個 1 SCM435又はSCM435H

調整シャックル 615kN 個 2 SCM435又はSCM435H

重量

40.0

5.32

16.1

17.4

合計 96kg

死荷重反力

設計水平力

1本当たりの引張力

設計移動量

1412 kN

1594 kN

 550 kN

 400 mm

下部工水平耐力 1594 kN

有効投影面積
A=1358268mm2

緩衝チェーン 4型(615kN)1リンク<参考図> S=1:20

1030222022201030

6500
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下部工ブラケット詳細図 S=1:20

S=1:20上部工ブラケット詳細図

S=1:20上部アンカーボルト詳細図

不陸調整
ベースプレート

25

175

750

425 150

P4側P2側

1 2

25

3

1
20

2
20

1
35

25
3
55

3

1

20 710 20

305405

750

2

F.P.

∅2
40

∅58孔

1
00

75

1150

1000 75

1 - 1

2
20

1
35

3
55

25

2219 19

60

7

3
35

4
80

3
35

5
75

5
75

4-φ16孔8-φ35孔

3 - 3

75

750

75220 170 210

75 600 75

25

175 425 150

25

75
1
0
00

75

1
1
50

20
1
701
90

1150

2 - 2

F.P.

525 20

22

20 525

545 545

材料1基当り (全3基)

 1-Top  PL  355×22× 710(SM490A)

 2-PL     φ240×19       (SM490A)

 4-Rib  PL  190×25×545 (SM490A)

 1-Base PL  750×25×1150 (SM490A)

4 - 4

75<105> 300<240> 75<105>

450

2
50

2
50

75

6
50

75

5

6

5

6

2256-φ32孔 225

220135

355 25 5

F.P.

25
25

1
75

3
00

1
75

75
2
50

2
50

75

100

∅2
40

∅58孔

3
05

3
05

6
10

20
20

6
50

4

4
100

5 - 5

450

75<105> 300<240> 75<105>

5
25

2
20

1
35

3
55

2219 19

60

7

材料1基当り (全2<1>基)

 1-Top  PL  355×22×610 (SM490A)

 2-PL     φ240×19      (SM490A)

 4-Rib  PL  130×25×195 (SM490A)

 1-Base PL  450×25×650 (SM490A)

195 195

6 - 6

25
1
30

20
1
10

F.P.

20 175

195

20175

195

削孔径

φ42

b1
ネ

ジ
切

り
長

削
孔

長
 
4
90

10

b3
定

着
長
 
4
80

25
b2

L

M30 ネジ切り加工

M30-1種ナット

M30-3種ナット

M30-座金

アンカーボルトD32

エポキシ樹脂注入

材料1基当り (全3基)
 N-Anc Bolt D32×L (SD345)

 8-Nut      M30 3種ナット

 8-Nut      M30 1種ナット

 8-Washer   M30 座金

L b1 b2 b3 N

600 120 70 25 4

620 140 70 45 4

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図　示 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

入田橋(上り線) Ｐ３橋脚(Ｐ２側)

上 信 越 自 動 車 道

落橋防止構造Ｃ１－Ｂ２ 構造図(その２)

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

5

※<>内寸法下部工ブラケットTYPE-Bを示す。

入田橋（上り線）Ｐ３橋脚（Ｐ２側）落橋防止構造Ｃ１－Ｂ２ 構造図（その２）S=1:20

90
.0
° 90.0°

R50

R5
0

[詳細図]

シール材

20

20

S=1:20下部アンカーボルト詳細図

95
ネジ切り長

削孔長 445

10

5
定着長 435

2565

1330

不陸調整樹脂パテ材

t=5mm

M27-3種ナットM27-1種ナット

M27 ネジ切り加工 M27-座金

エポキシ樹脂注入

アンカーボルトD29

削
孔
径

φ
39

 6-Anc Bolt D29×1330 (SD345)

 6-Nut      M27 3種ナット

 6-Nut      M27 1種ナット

 6-Washer   M27 座金

800
縁端拡幅

S=1:4シール材詳細図

35 35
25
35

注記)

材料1基当り (全3基)

※アンカーボルトはねじ切部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。 

1) 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。 

   尚、ボルト・ナット及び板厚3.2mm未満の部材の 

   付着量はHDZT49とする。 

2) 部材は全て、溶融亜鉛めっきとする。 

   亜鉛の付着量は　JIS H 0401 HDZT77とする。 

3)「F.P.」の表示ある箇所は、完全溶込み溶接を用いる。
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断面修復工

コンクリートはつり工

既設鉄筋（第一鉄筋）

10

躯体

既設鉄筋（第二鉄筋）

第一鉄筋背面

D16

108

118

D16

コンクリートはつり工

断面修復工詳細図

10018

WJ工法(t=100mm)

コンクリートはつり工
手はつり

既設鉄筋（第一鉄筋）

10

躯体

既設鉄筋（第二鉄筋）

第一鉄筋背面

D16

108

118

D16

コンクリート表面被覆工

断面修復工 PCM

凡例

:  コンクリートはつり工+断面修復工

:  コンクリート表面被覆工

入田橋（上り線）断面修復工 一般図（その１）S=1:100

A1橋台

11000

3
6
00

10500

コンクリートはつり工+断面修復工

37.8m2/10.5m*3.6m

250 250

コンクリート表面被覆工

2
50

35
3
6
00

2
50

3
8
85

3
9
27

注記)

2.対策範囲については、現地で浮き、はく離等の損傷範囲

1.表面はつり深さは第一鉄筋背面+10mmとする。

　を再確認し、監督員と協議の上決定すること。

（コンクリートチッピング）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図　示 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

入田橋(上り線)

断面修復工 一般図(その１)
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注記)

2.対策範囲については、現地で浮き、はく離等の損傷範囲

凡例

:  コンクリートはつり工+断面修復工
2
0
00

1
40
00

1
60
00

1
00

2800

100 8500 100

1
3
82

1
73
82

2300

100 9000 100

1
00

2
0
00

1
39
34

1
59
34

1
3
82

i=2.035%

i=2.035%

正 面 図 側 面 図

1
00

1
38
34

2
32

1
66

RC巻立て

t=250

RC巻立て

t=250

250 2300 250

1
9
00

1800

入田橋（上り線）断面修復工 一般図（その２）S=1:100

1
38
34

1
38
34

コンクリートはつり工+断面修復工

3.42m2/1.8m*1.9m

P3橋脚

P3
P4側P2側

1.表面はつり深さは第一鉄筋背面+10mmとする。

　を再確認し、監督員と協議の上決定すること。

3.縁端拡幅工及び巻立てと、断面修復工が重複している
　範囲のＷＪ施工数量については、コンクリートはつり工で
　計上している。

10

躯体

第一鉄筋背面

92

102

既設鉄筋（第二鉄筋）

D16

断面修復工 コンクリート打設工
※RC巻立てと一体打設

断面修復工 PCM
t=10mm

既設鉄筋（第一鉄筋）

D16

断面修復工

コンクリートはつり工

断面修復工詳細図 S=1:50

コンクリートはつり工

既設鉄筋（第一鉄筋）

10

躯体

既設鉄筋（第二鉄筋）

第一鉄筋背面

D16

92

102

100

D16

1002

WJ工法(t=100mm)

コンクリートはつり工

手はつり（コンクリートチッピング）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図　示 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

入田橋(上り線) 

断面修復工 一般図(その２)
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走行車線標準規制図（80km/h区間）

標識車

工事箇所

1000ｍ先

50ｍ以上 300ｍ 200ｍ

追越車線

走行車線

※交通監視員Ａは、必要とする作業期間中配置する。

※矢印板は高輝度又はLEDタイプとし、ラバーコーン上部に自発光式デリネーターを設置する。

※工事（作業）箇所付近のラバーコーンは10m間隔で設置し、ラバーコーン上部に自発光式デリネーターを設置する。

300ｍ先 800ｍ先

中央分離帯

（自発光式デリネーターの設置間隔は、ラバーコーン２基に１箇所とする）

500ｍ先

至　更埴JCT至　坂城IC

20～30ｍ間隔

ラバーコーン

10ｍ間隔

路肩

50
50

100ｍ 100ｍ100ｍ200～300m 200ｍ100ｍ200ｍ50ｍ

50

走
行
注
意

テーパー部 

ラバーコーン

20ｍ間隔

ラバーコーン

20ｍ間隔

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

〇
〇
工
事

工
事
中

※工事規制区間の可変標識を手動にて〇50に変更する。

※工事（作業）区間付近では、他責事故防止対策を実施すること。

　　例：保安灯の設置を行う、ラバーコーンの設置間隔を10mとする等

150ｍ

右
側
走
行

防
護
車
両

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

入田橋(上り線) 交通規制工　車線規制　Ａ１

入田橋（上り線）交通規制工　車線規制　Ａ１

昼間規制

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

上 信 越 自 動 車 道
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入田橋(上り線) Ｐ６橋脚 橋脚内部充填工Ａ S=1:250

10250

9000 700

11000

1050 250

150

21400

500 2504503500 3500 5001000

2.00%

▽516.750 ▽516.617

4
27
30

3
07
30

3
0
00

6
0
00

3
0
00

5
50

3
9
00

5
50

5
0
00

75

700600 3900 600700

4
5
00

1
00

▽464.312

▽468.812

2250 6500 4250 7000 2000

2
9
19

3
07
30

3
0
00

6
0
00

5
0
00

4
26
49

4
5
00

1
00

下り線 上り線

2475 550 5400 550 2025

100 22000 100

700 5100 700

6500

5575 5425

11000

700600 3900 600700

700600 3400 600700

700600 3400 600700

3
0
00

3
07
30

3
0
00

6
0
00

4
5
00

4
27
30

5
0
00

75

PH=
516

.75
0

550065005500

3.00%

700 4600 700

6000

▽468.812

2
00

2
00

2000 4@4500=18000 2000

場所打ち
鉄筋コンクリート杭
φ2000 L=11.7～19.2m
n=20本

1
00

2
00

▽464.312

100 17500 100

2000 4@4500=13500 2000

場所打ち
鉄筋コンクリート杭
φ2000 L=11.7～19.2m
n=20本

1
00

1
00

P5橋脚方向 P7橋脚方向 

正 面 図

側 面 図

2250 6500 4500 6500 2250

22000

2
0
00

3
@4
50
0=
13
5
00

2
0
00

5
7
50

6
0
00

5
7
50

1
75
00

2000 4@4500=18000 2000

平　面　図

RC巻立て

t=250

250 6500 250

7000

6
5
00

2
50

6
0
00

2
50

工   種 仕 様

使用材料

コンクリート kg/cm240

鉄　筋

コンクリートA1-5 N/mm30

鉄　筋 SD345

既設部

補強部

SD345
2

2

a a

RC巻立て

t=250

RC巻立て

t=250

4
23
19

3
00

4
23
19

5
22

4
23
19

3
30

4
23
19

4
92

エアモルタル N/mm
2

2.0

※エアモルタルの単位体積質量は12.8kN/m3(1.3t/m3)とする。

橋脚内部充填工Ａ
(エアモルタル)

橋脚内部充填工Ａ
(エアモルタル)

橋脚内部充填工Ａ
(エアモルタル)

2.0%

800 5400 800

2.0%4
11

4
11

250 2506500

800 800

STA
.35

2+2
4.5

00
KP 

106
.68

コア抜き(φ75 L=0.550m )

空気孔

エア抜き孔詳細図

柱頭部詳細図 S=1:200 下床版配筋状況図 S=1:10

5
50

4
2
30

コ
ア

抜
き
(
φ
7
5
m
m
 )

エ
ア

抜
き
孔

8
@4
00
0=
32
0
00

1218

コア抜き(φ75mm )

エア抜き孔

1.

注記）

2.

施工前に既設形状寸法を確認すること。

アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、

　による調査を実施し、確認すること。

  既設構造物の鉄筋を切断しないように

　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等

無収縮モルタル 無収縮モルタル

D13

150

D16

∅75

1
25

137

1
09

橋軸方向

直
角

方
向

コア抜きφ75

エア抜き孔

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図　示 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

富士技研センター株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

入田橋(上り線) Ｐ６橋脚

橋脚内部充填工Ａ
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御
手
洗

KP106.555

KP105.655 KP105.767

CD-ST1

KP106.280

CD-ST1

KP106.326

CD-SD1

KP106.435

CD-ST1

KP106.476

C4C

KP106.516

KP106.090

CF-ST1

可変速度規制標識

資産管理番号

KP106.337

CD-SD1

CD-SD1

CD-ST1

C4C

KP105.990
CF-ST1 非常電話設備(上りPA)

SA内

ET-A

CD-SD1
CD-SD1

KP106.090

ET-A
非常電話設備(上り106)

資産管理番号

資産管理番号

SA内
非常電話設備(下りPA)
ET-A

資産管理番号

非常電話設備(下り106)
ET-A

資産管理番号

V

A

J

TC

気50

：J型情報板

：可変式速度規制標識

：非常電話

：交通量計測設備

：路車間情報設備

：気象観測設備

非 ：非常電話標示灯

：A型情報板

広 ：広域情報板

HR ：ﾊｲｳｪｲﾗｼﾞｵ設備

：CCTV設備ITV

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH220W）

外 ：外照標識

内 ：内照標識

C ：C型情報板

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH220W）

：道路照明（Pb-10-IV-NH220W）

：庭園灯

：分岐点点滅灯 ：高圧引込柱

：信号機

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF1000W）

：電気用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

：通信用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ 降 ：降雪深計

電 ：電話BOX

：道路照明（Pb-13.5 HF1000W×3）

：道路照明（P-10-IV-NH220W）

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF700W）

：道路照明（Pb-10-IV-LED）

予 ：ETC予告無線装置

：B型情報板B

D ：D型情報板

：トンネル非常電話設備

凡　例

50

50 坂城 2-2

TC

105.7KP～106.5KP

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社ネクスコ東日本エンジニアリング

－

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

入田橋（上り線）配線系統図（その１）（参考図）  

入田橋（上り線）

配線系統図（その１）（参考図）  
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中分

下り線

上り線

KP 107.0

KP 1
06.6

STA.
351+

45.0

KP 106.9

KP 106
.7

KP107.1

KP 107.2

KP 107.3

KP 106.8

KP106.555 KP107.355KP106.556

C4C

KP106.636

CD-ST1

KP106.716 KP106.796 引込柱(1φ2W 100V)

POLE-B

KP107.196
CD-SD1(土留付)

KP106.596

C4C

KP106.676

C4C
KP106.756

C4C

KP106.826

KP106.925
非常電話設備(下り107)
ET-JA

非常電話設備(上り107)

資産管理番号

資産管理番号

C4C C4C

CF-ST1

CF-ST1

KP106.925

ET-A

B1-VE54(1),42(1) 18.7

CCP-AP0.65-130P 249.8

B1-VE54(1),42(1) 18.7

CCP-AP0.65-130P 249.6

B1-VE54(1),42(1) 39.0

CCP-AP0.65-130P 249.6

B1-VE54(1),42(1) 39.0

CCP-AP0.65-130P 249.6

B1-VE54(1),42(1) 39.0

CCP-AP0.65-130P 249.6

B1-VE54(1),42(1) 39.0

CCP-AP0.65-130P 249.6
B1-VE54(1),42(1) 17.5

CCP-AP0.65-130P 249.6

E2S-PS50(1),40(1) 11.0
CCP-AP0.65-30P 27.2

E2S-PS25(3)    26.4

E3S-PS50(1),40(1) 98.2

CCP-AP0.65-130P   270.5

E2S-PS50(1),40(1) 269.3

CCP-AP0.65-130P   205.4

E2S-PS50(1),40(1) 204.2

E3C-S50(1),40(1) 11.0

CCP-AP0.65-130P 249.6

CCP-AP0.65-130P  113.0

CCP-AP0.65-130P  113.0

14SM-TP-LAP 848.6 14SM-TP-LAP 902.1

14SM-TP-LAP14SM-TP-LAP14SM-TP-LAP

14SM-TP-LAP

14SM-TP-LAP

14SM-TP-LAP

14SM-TP-LAP

14SM-TP-LAP

14SM-TP-LAP

14SM-TP-LAP

14SM-TP-LAP

KP106.989
坂城 1-2

可変速度規制標識

資産管理番号

V

A

J

TC

気50

：J型情報板

：可変式速度規制標識

：非常電話

：交通量計測設備

：路車間情報設備

：気象観測設備

非 ：非常電話標示灯

：A型情報板

広 ：広域情報板

HR ：ﾊｲｳｪｲﾗｼﾞｵ設備

：CCTV設備ITV

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH220W）

外 ：外照標識

内 ：内照標識

C ：C型情報板

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH220W）

：道路照明（Pb-10-IV-NH220W）

：庭園灯

：分岐点点滅灯 ：高圧引込柱

：信号機

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF1000W）

：電気用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

：通信用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ 降 ：降雪深計

電 ：電話BOX

：道路照明（Pb-13.5 HF1000W×3）

：道路照明（P-10-IV-NH220W）

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF700W）

：道路照明（Pb-10-IV-LED）

予 ：ETC予告無線装置

：B型情報板B

D ：D型情報板

：トンネル非常電話設備

凡　例

50

50

50

FEP30(1)

CCP-AP0.65-6P

50

FEP30(1)

VVR3.5sq-2C

106.6KP～107.3KP

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社ネクスコ東日本エンジニアリング

－

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

入田橋（上り線）配線系統図（その２）（参考図）  

入田橋（上り線）

配線系統図（その２）（参考図）  
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中分

下り線

上り線

CCP-AP0.65-130P 100.0

E3S-VE54(1),42(1) 98.8

CCP-AP0.65-130P 236.2

E3S-VE54(1),42(1) 188.8

CCP-AP0.65-130P 249.8

E3S-VE54(1),42(1) 108.0

B1-VE54(1),42(1) 28.5

CCP-AP0.65-130P 249.8

B1-VE54(1),42(1) 39.0

CCP-AP0.65-130P 249.8

CCP-AP0.65-30P 13.6

CCP-AP0.65-30P 13.6

E2S-PS25(2)    12.8

E2S-PS25(2)    12.8

CCP-AP0.65-30P 13.6

CCP-AP0.65-30P 13.6

E2S-PS25(2)    12.8

E2S-PS25(2)    12.8

CCP-AP0.65-30P 14.6

E2S-PS25(2)    14.0

CCP-AP0.65-30P 16.6

E2S-PS25(2)    16.0

B1-VE54(1),42(1) 39.0

CCP-AP0.65-130P 249.8

CCP-AP0.65-130P 236.2

E1-VE28(1)     100.0

CCP-AP0.65-10P 30.0

CCP-AP0.65-30P 147.0

CCP-AP0.65-20P 10.8

E1-VE28(1)    115.0

E3C-S50(1),40(1) 11.0

CCP-AP0.65-130P 236.2

E3C-S50(1),40(1) 23.0

CCP-AP0.65-130P 236.2

E3C-S50(1),40(1) 11.0

CCP-AP0.65-130P 249.8

E3S-S50(1),40(1) 11.0
CCP-AP0.65-20P 11.05

E2S-PS25(2)    10.45

CCP-AP0.65-30P  30.0

CCP-AP0.65-30P 102.0

CCP-AP0.65-10P 65.0

E1-VE28(1)    115.0

E1-VE28(1)    100.0

E1-VE28(1)     100.0

14SM-TP-LAP 775.0 14SM-TP-LAP 848.6

E2S-PS25(2)    12.8

E2S-PS25(2)    12.8

E2S-PS25(2)    16.0 E1-VE28(1)     100.0

E1-VE28(1)     100.0

E2S-PS25(2)    12.8

E2S-PS25(2)    12.8

E2S-PS25(2)    14.0

E1-VE28(1)    115.0E1-VE28(1)    115.0

E2S-PS25(2)    10.45

VVR3.5sq-3C    147.0VVR3.5sq-3C    65.0

VVR3.5sq-3C    14.6

VVR3.5sq-3C    13.6

VVR3.5sq-3C    13.6

VVR3.5sq-3C    16.6

VVR3.5sq-3C     30.0

VVR3.5sq-3C     30.0

E1-VE28(1)    100.0
VVR3.5sq-3C   102.0

VVR3.5sq-3C    13.6

VVR3.5sq-3C    13.6

VVR3.5sq-3C    11.05

VVR3.5sq-2C    10.8

CCP-AP0.65-130P

14SM-TP-LAP

14SM-TP-LAP

14SM-TP-LAP14SM-TP-LAP14SM-TP-LAP

14SM-TP-LAP14SM-TP-LAP

E3S-VE54(1),42(1) 221.8

14SM-TP-LAP

V

A

J

TC

気50

：J型情報板

：可変式速度規制標識

：非常電話

：交通量計測設備

：路車間情報設備

：気象観測設備

非 ：非常電話標示灯

：A型情報板

広 ：広域情報板

HR ：ﾊｲｳｪｲﾗｼﾞｵ設備

：CCTV設備ITV

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH220W）

外 ：外照標識

内 ：内照標識

C ：C型情報板

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH220W）

：道路照明（Pb-10-IV-NH220W）

：庭園灯

：分岐点点滅灯 ：高圧引込柱

：信号機

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF1000W）

：電気用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

：通信用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ 降 ：降雪深計

電 ：電話BOX

：道路照明（Pb-13.5 HF1000W×3）

：道路照明（P-10-IV-NH220W）

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF700W）

：道路照明（Pb-10-IV-LED）

予 ：ETC予告無線装置

：B型情報板B

D ：D型情報板

：トンネル非常電話設備

凡　例

TC

TC

50

50

FEP30(1)

FEP30(1)

105.7KP～106.5KP

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社ネクスコ東日本エンジニアリング

－

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

入田橋（上り線）配線系統図（その３）（参考図）  

入田橋（上り線）

配線系統図（その３）（参考図）  
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